
№ 意見内容 事務局回答

1
通学区域（学区）について、学校の適正規模の調整（過小規模化の解消のため）に取り組

む場合の手順を知りたい。

本市では、小中学校において子どもたち同士で共に成⾧していける教育環境として一定の規模（児童生

徒数）を確保するため、「静岡市立小・中学校の適正規模・適正配置方針」に基づき、取組を行ってい

ます。

小規模化が進む学校については、一定の規模を確保するために学校再編に取り組みますが、具体的な方

策（統合、通学区域の見直しなど）は保護者や地域と協議を行い、要望等を踏まえ、決定し進めていき

ます。

2
通学区域の弾力的運用（指定学校の変更）の、学校変更が認められる基準に「教育的配

慮」があることで、生徒の不登校を解消できたケースがあり、ありがたかった。
ご意見ありがとうございます。

3

静岡市は小中一貫コミュニティスクールを推進している。通常級の児童生徒は、居住区の

中学校に進学できるが、特別支援学級の児童は学区外の中学校に進学しなければならない

地区があり、保護者、児童の負担が大きいと感じる。（足久保小学区に居住の自情級児童

は、学区の小・中学校には自情級がないため、小学校は安倍口小へバス通学、中学校は籠

上中へ進学しなければならない）

特別支援学級の児童生徒数は年々増加しており、これに伴い、特別支援学級を新設しています。なお、

特別支援学級の新設にあたっては、該当児童・生徒の保護者からの設置要望を受けた学校と特別支援教

育センターが十分な情報共有を行い、教育局の関係各課と協議した上で決定しています。

引き続き、保護者の要望や各学校からの情報を踏まえ、児童生徒の適切な学びの場について検討してい

きます。

4 学びの多様化学校における通学状況の実態について教えていただけたらありがたい。

静岡市では、学びの多様化の一手段として、不登校状態または不登校傾向の子どもたちが無理なく学習

できるよう、柔軟で特色ある教育課程を編成した学びの多様化学校を、令和８年４月より開校しまし

た。

詳細につきましては、別紙「2026年７月16日（木）教育⾧定例記者会見　資料１」をご覧ください。

＜基本情報＞

　学校名：静岡市立末広中学校分教室（学びの多様化学校）

　所在地：葵区駒形通二丁目４番47号（静岡市立新通小学校東校舎３・４階）

　生徒人数：34名（令和８年４月時点）※各学年の定員は16名程度

＜通学状況について＞

　学びの多様化学校は市内全域を通学区域としており、通学が遠距離（４㎞以上）となる一部の生徒に

おいては、公共交通機関を利用して通学しています。なお、これら生徒の通学にあたり、当該生徒の保

護者に定期券購入費用を補助しています。

5 資料からこれまでの丁寧な審議の流れを知ることができました、ありがとうございます。 ご意見ありがとうございます。

6

今後６年で予想される児童生徒数の減少と、特別支援学校所属の児童生徒の増加について

は、それぞれの実態に寄り添った通学区となっていくよう、きめ細やかな審議が求められ

ていくのだろうかと感じました。

ご意見ありがとうございます。
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